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＜連絡事項＞

・毎週木曜日のリーダーは、モーニングミーティング終了後、呂Drへ「北病棟が診察日」である事を声掛けしてください。

・3/24（木）10:00に板橋雅勝様が退院後、午後に転入が入る予定です。予定では西病棟の山田隆雄様が転入候補となっています。

・疎遠家族担当より～ご家族様に対する疾病教室を実施していく事になります。患者様確認表を用意していますので、ご家族様が面会に来られた際は、疾病教室を実施していきましょう。また、実施したスタッフは確認表に○をつけていきましょう。疾病教室の資料は岩藤Nsが準備していきます。全員対象となります。

・地震の影響の為、入浴に関しては今週の月・木曜日、来週は火・金曜日の週2回で実施していく事としています。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　雄一様～義弟様より架電あり。ご家族様はご無事との事で、家も特に問題は無かったとの事です。本人様も「ほっとした」と安心されています。

・菊地　明子様～食事摂取良好の為、エンシュアリキッド止めとなっています。

　　　　　　　　今後も精神症状の変化に注意し、食事摂取量の確認を行っていきましょう。

・古川　富蔵様～本日で排便-7日でしたが、朝数回排便があったとの事です。今後も排便状況の確認を行っていきましょう。

・板橋　雅勝様～退院後の医療費は1ヶ月に1回、ご家族（母様もしくは妹様）がまとめて支払いにくるとの事です。

＜週間連絡＞

3/22（火）モップ付け

13:00～ 症例検討会　

16:00～ Dr田名部診察

伊藤雄一様他科受診

小坂君子様・板橋雅勝様 デイケア見学（午後より）

3/23（水）リネン交換 　布団カバー・枕カバー・シーツ

　　　　　川端Dr診察

猪股Dr診察→猪股Drが来院出来ない場合は、川端Drが続けて診察する。

3/24（木）板橋雅勝様退院　10：00

皮膚科診察　

3/25（金）歯科受診

サマリー・ケアプロセス・二軸評価〆切

3/26（日）稲垣恵理子様床屋

＜日常生活支援＞

・月末も近くなってきましたので、今週木曜日のプログラムの評価が終わり次第、日常生活支援評価表の総括を行っていくようにしましょう。

・総括について

　2月の総括より看護スタッフが総括を行う形をとっています。日常生活支援評価表

の総括の内容についてアセスメント不足であった為、ケアプランに反映させる為にも看護視点で評価を行っていくというものでした。

問題点を把握し評価を行う事は、看護の視点と介護の視点で行う必要があります。１つの目線からでは評価に偏りが出る為、双方の評価が必要ではないかと意見が出ています。

　日常生活支援担当者間で今一度検討し、決まり次第再度お知らせします。

＜服薬事業報告＞

○今年度の実施要綱

・服薬自己管理状況確認

・服薬自己管理導入可能者の検討

・ステップアップ者の検討　　　　　　　　　毎週木曜日のカンファレンス内

・要指導者についての検討　　　　　　　　　で実施

・服薬管理状況の管理

　今年度自己管理新規導入者：7名　　ステップアップ：7名（内2名転出）

　7日分自己管理：17名　スタッフ管理：18名　　（2/18現在）

・服薬モジュール評価(6月・2月、転入患者様)　※書式を変更

・服薬ボードの破損確認、修理

・薬カートの掃除、ラベル交換

・外用薬の管理（毎月1日）

・薬用冷蔵庫の掃除（毎月15日）

○次年度に向けて

・服薬自己管理状況の確認や、自己管理導入対象者の検討等は引き続き、実施していく必要があると思われる。

・スタッフ管理の方が増えてきている状況である。必要であれば、スタッフ管理となっている方の今後の管理方法について、対策を考えていく必要があると思われる。

・服薬自己管理導入に関するスタッフへの勉強会を実施してみてはどうか。

○佐々木SGMより意見

・服薬モジュールの内容の見直しが必要。

服薬自己管理を導入できるかどうかの判断をする為、患者様評価を行うにはモジュール内容の見直しが必要ではないか。

・服薬チェック表（スタッフ用）を形としてフィードバック出来ているか。

　ミスがあったことに対し「気をつけていきましょう」で終わらせるのではなく、患者様に対して振り返りを行っていくべきではないか。

　スタッフも患者様も慣れで行っていないか。慣れで行うのではなく、自分の行動を振り返りながら意識的に行っていく様にしましょう。
































































